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F．ヒストグラム及び相関図

　以降に，主な項目についてのヒストグラムと，マグニチュードー震央距離，マグニチュードー

先行時間，震央距離一先行時間，マグニチュードー前兆数の相関図を載せた。何かの参考になれ

ば幸いである。マグニチュードは震源ファイルの項目M1の値そのままを用い，種類による違い

は補正していない。相関図には参考までに担当者評価を○，△，×で表しておいた。また，相関係

数が0．5以上のものには回帰直線も記入してある。

　これらの図の中で特徴的なものをあげると次のようなものがある。震央距離，先行時間に関す

るヒストグラム（図F－8から図P9）を見ると，従来から言われているのとほぼ同じ様に，震央

距離が近いほど，また先行時間が短いものほど数が急激に増えている様子が分かる。相関図で特

，に相関がよいものは先駆的地震活動のマグニチュードー先行時間（図F－34一（a））である。また今回，

地震のテクトニックな発生場所を区別して新たに見えてきたことの一つに，日本の内陸地震とそ

れ以外の地震とについて空白・静穏化に対するマグニチュードと先行時間の相関（図F－35一（a），F

－35一（b））を比べてみると，日本の内陸地震以外では相関が良いのに，日本の内陸地震にっいては

相関が良くないということがあげられる。しかし，これらの解釈についてはデータの再検討を行

った後に慎重に行うべきであろう。

　今回の報告では時間の関係で，データの詳しい解析はできなかった。データの簡便な検索手法

の開発を含め，データの本格的解析は今後の課題である。　　　　　　　　　　　（前田　憲二）
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図F－1：担当者評価別の前兆現象度数分布

　　図。図中の1，3，2は担当者評価を表

　　しており，それぞれ前兆として明確なも

　　の，不明確なもの，その中間的なものと

　　いう評価を表す。
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図F－2：著者評価別の前兆現象度数分布図6

　　図中の1，3，2は著者評価を表してお
　　り，それぞれ前兆として明確なもの，不

　　明確なもの，その中間的なものという評

　　価を表す。
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図F－3：コサイスミック変化種類別の前兆

　　現象度数分布図。0＝変化無し，1＝変

　　化有り（前兆と同じセンス），．2＝変化有

　　り（前兆と逆センス），3＝変化有り（前

　　兆とは別種）。
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図F－4一（a）：前兆現象からみたマグニチュ

　　ード別ののべ地震度数分布図。1つの前

　　兆現象について1つのデータが対応す
　　る。
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図F－4一（b）：マグニチュード別の地震度数

　　分布図。1つの地震について1つのデー

　　タが対応する。
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図F－5一（a）：前兆現象からみた深さ別のの

　　べ地震度数分布図。1つの前兆現象につ

　　いて1つのデータが対応する。
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図F－5一（b）1深さ別の地震度数分布図。1つ

　　の地震について1つのデータが対応す
　　る。
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図F－6一（a）：前兆現象からみた発生場所区

　　分別ののべ地震度数分布図。1つの前兆

　　現象について1つのデータが対応する。

　　1＝日本の内陸・沿岸，2＝海溝，3＝

　　海嶺，4＝トラフ，5＝スラブ内，6＝

　　日本以外の内陸，9＝その他。
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図F－6一（b）：発生場所区分別の地震度数分

　　布図。1つの地震について1つのデータ

　　が対応する。1＝日本の内陸・沿岸，2＝

　　海溝，3＝海嶺，4＝トラフ，5＝スラ

　　ブ内，6＝日本以外の内陸，9＝その他。
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図F－7：前兆数（NP）別の地震度数分布図。
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図F－8r（a）：先行時間100日刻みで10，000

　　日までとったときの前兆現象度数分布図

　　および積算曲線。

160

120’

80

40P

A耳I　K董nds　o奮Precursor3
Cum．％

　00

50

　　0　　　　　　　20　　　　　　40　　　　　　60　　　　　　80　　　　　　100

　　　　　　　　　TP｛day）

図F－8一（b）：先行時間1日刻みで100日ま

　　でとったときの前兆現象度数分布図およ

　　び積算曲線。
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図F－8一（c）：先行時間0．01日刻みで1日ま

　　でとったときの前兆現象度数分布図およ

　　び積算曲線。・
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図F－9一（a）：震央距離100km刻みで16，

　　000kmまでとったときの前兆現象度数
　　分布図および積算曲線。
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図F－9一（b）：震央距離10km刻みで1，000

　　kmまでとったときの前兆現象度数分布

　　図および積算曲線。

図F－9一（c）：震央距離1km刻みで100km

　　までとったときの前兆現象度数分布図お

　　よび積算曲線。
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図F－10：継続時間（DUR）を100日刻みで

　　10，000日までとったときの前兆現象度

　　数分布図および積算曲線。
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図F－11：本震のマグニチュード（M1）と前兆現

　象発現場所までの震央距離（DELTA）との関

　係をすべての種類のデータについて示した

　図。図中の○，×，△は担当者評価を表してお

　　り，それぞれ前兆として明確なもの，不明確

　　なもの，その中間的なものという評価を表す。

　　また，直線（〃F＝一〇．87＋2．610g（P））は力武

　　（1986）．が決めた前兆の現れる上限の距離を

　　表すものである。
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図F－12：本震のマグニチュード（Ml）と前

　兆現象発現場所までの震央距離
　　（DELTA）との関係を測地関係のデー

　　タについて示した図。図の記号等は図F－

　11と同じ。
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図F－13：本震のマグニチュード（M1）と前

　兆現象発現場所までの震央距離
　　（DELTA）との関係を傾斜・歪・応力関

　係のデータについて示した図。図の記号

　　等は図F－11と同じ。
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図F－14：本震のマグニチュード（M1）と前

　兆現象発現場所までの震央距離
　　（DELTA）との関係を地震関係のデー
　　タについて示した図。図の記号等は図F

　－11と同じ。
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図F－15：本震のマグニチュード（M1）と前

　　兆現象発現場所までの震央距離
　　（DELTA）との関係を電磁気関係のデ

　　ータについて示した図。図の記号等は図

　　F－11と同じ。
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図F－16：本震のマグニチュード（M1）と前

　　兆現象発現場所までの震央距離
　　（DELTA）との関係を地球化学関係の

　　データについて示した図。図の記号等は

　　図F－11と同じ。
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図F－17一（a）：すべての種類の前兆現象につ

　　いて，本震のマグニチュード（M1）と前

　兆現象の先行時間（PT）との関係を示す

　　図。図中のO，×，△は担当者評価を表し

　　ており，それぞれ前兆として明確なもの，

　不明確なもの，その中間的なものという

　評価を表す。
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図F－17一（b）：日本の内陸（ZONE1）地震に

　対するすべての種類の前兆現象につい

　　て，本震のマグニチュード（M1）と前兆

　現象の先行時間（PT）との関係を示す図。

　　図中の○，×，△は担当者評価を表してお

　　り，それぞれ前兆として明確なもの，不

　明確なもの，その中間的なものという評

　価を表す。
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　　グニチュードと先行時間との関係を示す

　　図。図の記号等は図F－17一（a）と同じ。
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図F－19一（a）：測量（コード番号＝11）にづ

　　いてマグニチュードと先行時間との関係

　　を示す図。図の記号等は図F－17一（a）と

　　同じ。
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図F－19一（b）：測量（コード番号＝11）にっ

　　いてマグニチュードと先行時間との関係

　　を示す図。ただし，日本の内陸（ZONE1）

　地震に対するもののみ。図の記号等は図

　　F－17一（b）と同じ。

図F－20一（a）＝検潮（コード番号＝12）にっ

　　いてマグニチュードと先行時問との関係

　　を示す図。図の記号等は図F－17一（a）と

　　同じ。
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図F－20一（b）：検潮（コード番号＝12）につ

　　いてマグニチュードと先行時間との関係

　　を示す図。ただし，日本の内陸（ZONE1）

　地震に対するもののみ。図の記号等は図

　　F－17一（b）と同じ。
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図F－21一（a）：すべての測地関係（コード番

　号＝10番代）についてマグニチュードと

　先行時間との関係を示す図。図の記号等

　　は図F－17一（a）と同じ。
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図F－21一（b）：すべての測地関係（コード番

　号＝10番代）についてマグニチュードと

　先行時間との関係を示す図。ただし，日

　本の内陸（ZONE1）地震に対するものの

　　み。図の記号等は図F－17一（b）と同じ。
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図F－22一（a）：傾斜計（コード番号＝
　　20，21，22，23）についてマグニチュードと

　　先行時間との関係を示す図。図の記号等

　　は図F－17一（a）と同じ。
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図F－22一（b）1傾斜計（コ」’ド番号＝
　2q，21，22，23）についてマグニチュードと

　先行時間との関係を示す図。ただし，日

　　本の内陸（ZONE1）地震に対するものの

　　み。図の記号等は図F－17一（b）と同じ。
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図F－23一（a）：伸縮計（コード番号＝24）に

　　ついてマグニチュードと先行時間との関

　係を示す図。図の記号等は図F－17一（a）

　　と同じ。
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図F－23一（b）：伸縮計（コード番号＝24）に

　　ついてマグニチュードと先行時間との関

　　係を示す図。ただし，日本の内陸（ZONE

　　1）地震に対するもののみ。図の記号等は

　　図F－17一（b）と同じ。
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図F－24一（a）：歪計（コード番号＝25，26）

　　についてマグニチュードと先行時間との

　　関係を示す図。図の記号等は図F－17一

　　（a）と同じ。
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図F－24一（b）：歪計（コード番号＝25，26）

　　についてマグニチュードと先行時間との

　　関係を示す図。ただし，日本の内陸

　　（ZONE　l）地震に対するもののみ。図の

　　記号等は図F－17一（b）と同じ。
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図F－25：応力（コード番号＝27）についてマ

　　グニチュードと先行時間との関係を示す

　　図。図の記号等は図F－17一（a）と同じ。
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図F－26：AE（コード番号＝28）についてマ

　グニチュードと先行時間との関係を示す

　図。図の記号等は図F－17一（a）と同じ。
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図F－27一（a）：すべての傾斜，歪，応力関係

　　（コード番号＝20番代）についてマグニ

　チュードと先行時間との関係を示す図。

　図の記号等は図F－17一（a）と同じ。
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図F－27一（b）：すべての傾斜，歪，応力関係

　　（コード番号＝20番代）についてマグニ

　チュードと先行時間との関係を示す図。

　ただし，日本の内陸（ZONE1）培震に対

　するもののみ。図の記号等は図F－17一
　　（b）と同じ。
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図F－28一（a）：前震（コード番号＝30）につ

　いてマグニチュードと先行時間との関係

　を示す図。図の記号等は図F－17尺a）と

　同じ。
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図F－28一（b）：前震（コード番号＝30）につ

　　いてマグニチュードと先行時間との関係

　　を示す図。ただし，日本の内陸（ZONE1）

　　地震に対するもののみ。図の記号等は図

　　F－17一（b）と同じ。
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留F－29一（a）：b値（コード番号＝31）につ

　　いてマグニチュードと先行時間との関係

　　を示す図。図の記号等は図F－17一（a）と

　　同じ。
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図F－29一（b）：b値（コード番号＝31）につ

　　いてマグニチュードと先行時間との関係

　　を示す図。ただし，日本の内陸（ZONE1）

　　地震に対するもののみ。図の記号等は図

　　F－17一（b）と同じ。
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図F－30：Q値（コード番号＝32）についてマ

　　グニチュードと先行時間との関係を示す

　　図。図の記号等は図F－17一（a）と同じ。
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図F－31一（a）：発震機構（コード番号＝33）

　　についてマグニチュードと先行時間との

　関係を示す図。・図の記号等は図F－17一

　　（a）と同じ。．
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図F－31一（b）：発震機構（コード番号＝33）

　　についてマグニチュードと先行時間との

　関係を示す図。ただし，日本の内陸
　　（ZONEl）地震に対するもののみ。図の

　記号等は図F－17一（b）と同じ。
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図F－32一くa）：地震波速度変化（コード番

　号＝34）についてマグニチュードと先行

　．時間との関係を示す図。図の記号等は図

　　F－17一（a）と同じ。
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図F－32一（b）『：地震波速度変化（コード番

　号＝34）についてマグ屯チュードと先行

　時問との関係を示す図。ただし，日本の

　内陸（ZONE1）地震に対するもののみ。
　図の記号等は図F－17一（b）と同じ。
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図F－33一（a）：地震活勢パターン変化（コー

　　ド番号＝35）についてマグニチュードと

　　先行時間との関係を示す図。図の記号等

　　は図F－17一（a）と同じ。
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図F－33一（b）：地震活動パターン変化（コー

　　ド番号＝35）についてマグニチードと先

　行時間との関係を示す図。ただし，日本

　　の内陸（ZONE1）地震に対するものの

　　み。図の記号等は図F－17一（b）と同じ。

閥umbg『070飢8

Cov8r誓anco

Corrola鮒on

72

．744803

．872515

Numbe『of　Da胆

Cova『lanCO

Correla量lon

47

．566172

．901492

RegrossIo臓of　V　on　X＝V冒・1．18321　◎‘　。662794　　》o　X

Regro99馨on　oσX　o鶴Y＝X＝　2．86583　◎‘　1．1486　　　》曹Y

Regre59ionofYonX＝V男・1．32132＋｛。691095》●X
『egre9310n　of　X　on　V：X＝　2．66332　◎⊂　1・17594　　⊃●V

’109《Tp） PRESHOCKS
lo9σpl

PRESHOCKS口N　ZONE1

4

2

0

一2

△

x

4

2

0

2 4　　　　　6　　　　　8

　　Magn匪量腿de

10

図F－34一（a）1先駆的地震活動（コード番

　号＝36）についてマグニチュードと先行

　　時問との関係を示す図。図の記号等は図

　　F－17一（a）と同じ。
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図F－34一（b）：先駆的地震活動（コード番

　号＝36）についてマグニチュードと先行

　　時間との関係を示す図。ただし，日本の

　　内陸（ZONE1）地震に対するもののみ。

　　図の記号等は図F－17一（b）と同じ。
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図F－35一（a）：地震活動空白・静穏叱（コー

　　ド番号＝37）についてマグニチュードと

　先行時間との関係を示す。図の記号等は

　図F－17一（a）と同じ。
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図F－35一（b）：地震活動空白・静穏化（コー

　　ド番号＝37）についてマグニチュードと

　先行時間との関係を示す図。ただし，日

　本の内陸（ZONE1）地震に対するものの

　　み。図の記号等は図F－17一（b）と同じ。
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図F－36一（a）：地震波形（コード番号＝38）

　　についてマグニチュードと先行時間との

　関係を示す図。図の記号等は図F－17一

　　（a）と同じ。
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図F－36一（b）：地震波形（コード番号＝38）

　　についてマグニチュードと先行時間との

　関係を示す図。ただし，日本の内陸
　　（ZONEl）地震に対するもののみ。図の

　記号等は図F－17一（b）と同じ。
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気象研究所技術報告　第26号　1990
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図F－37一（a）：周波数特性（コード番号＝39）

　　についてマグニチュードと先行時間との

　関係を示す図。図の記号等は図F－17一

　　（a）と同じ。
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図F－37一（b）：周波数特性（コード番号＝39）

　　についてマグニチュードと先行時問との

　関係を示す図。ただし，日本の内陸
　　（ZONE1）地震に対するもののみ。図の

　記号等は図F－17一（b）と同じ。
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図F－38一（a）＝すべての地震関係（コード番

　号＝30番代）についてマグニチュードと

　先行時間との関係を示す図。図の記号等

　　は図F－17一（a）と同じ。
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図F－38一（b）1すべての地震関係（コード番

　号＝30番代）についてマグニチュードと

　先行時間との関係を示す図。ただし，日

　本の内陸（ZONE1）地震に対するものの
　み。図の記号等は図F－17一（b）と同じ。
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図F－39一（a）＝地磁気（コード番号＝50）に

　　ついてマグニチュードと先行時間との関

　　係を示す図。図の記号等は図F－17一（a）

　　と同じ。
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図F－39一（b）：地磁気（コード番号＝50）に

　　ついてマグニチュードと先行時間との関

　　係を示す図。ただし，日本の内陸（ZONE

　　1）地震に対するもののみ。図の記号等は

　　図F－17一（b）と同じ。
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図F－40一（a）：地電流（フード番号＝51）に

　　ついてマグニチュードと先行時間との関

　　係を示す図。図の記号等は図F－17一（a）

　　と同じ。
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図A－40一（b）：地電流（コード番号＝51）に

　　ついてマグニチュードと先行時問との関

　　係を示す図。ただし，日本の内陸（ZONE

　　1）地震に対するもののみ。図の記号等は

　　図F－17一（b）と同じ。
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図F－41一（a）：比抵抗（コード番号＝52）に

　　ついてマグニチュードと先行時間との関

　　係を示す図。図の記号等は図F－17一（a）

　　と同じ。
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図F－41一（b）＝比抵抗（コード番号＝52）に

　　ついてマグニチュードと先行時間との関

　　係を示す図。ただし，日本の内陸（ZONE

　　1）地震に対するもののみ。図の記号等は

　　図F－17一（b）と同じ。
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図F－42一（a）：山崎メーター（コード番号＝

　　53）についてマグニチュードと先行時間

　　との関係を示す図。図の記号等はF－17一

　　（a）と同じ。

図F－42一（b）1山崎メーター（コード番号＝

　　53）についてマグニチュードと先行時間

　　との関係を示す図。ただし，日本の内陸

　　（ZONE1）地震に対するもののみ。図の

　　記号等は図F－17一（b）と同じ。
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図F－43一（a）：電磁放射（コード番号＝54）

　についてマグニチュードと先行時間との

　関係を示す図。図の記号等は図F－17一
　（a）と同じ。
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図F－43一（b）：電磁放射（コード番号＝54）

　についてマグニチュードと先行時間との

　関係を示す図。ただし，日本の内陸
　　（ZONE1）地震に対するもののみ。図の

　記号等は図F－17（b）と同じ。－
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図F－4杢（a）：すべての電磁気関係（コード

　番号＝50番代）についてマグニチュード

　　と先行時間との関係を示す図。図の記号

　等は図F－17一（a）と同じ。
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図F－44一（b）：すべての電磁気関係（コード

　番号＝50番代）についてマグニチュード

　と先行時間との関係を示す図。 ただし，

　日本の内陸（ZONE1）地震に対するもの
　のみ。図の記号等は図F－17一（b）と同じ。

一319一



気象研究所技術報告　第26号　1990

Number　o璽0飢o

Cova『層8noo

Corre8a量量on

61

．252313

。28217

Numbe『o雷Da電9

Cov8rlonce

Corrgla闘on

18

。50487

。70121

RegrO89io“Of　V　o“X＝V冒一。551929　寺‘　．283181　　》o　X

侃ogross塁on　o萱X　o“V＝X昌6．3504．与｛　261163　　》・V

Regrgsslon　o『V　on　X＝　V＝の2。17352　噺｛　51685　　　》脅X

RoOross50鯛of　X　on　V：X＝5。23899　昏《　。951331　　》●▼

暫09σP） RADON lo9σp》 RADON　lN　ZONE1

4

2

0

・2

x
△
△
△

　
擬
髭
x
　
急

鱗
ム
、

　
　
　
　
会
▲
x

　
　
　
　
　
　
絵

　
　
　
　
　
實

△
4

2

0

・2

2 4　　　　　　6　　　　　　8

　　　Magn髄ude

10

図F－45一（a）：ラドン（コード番号＝60）に

　　ついてマグニチュードと先行時間との関

　　係を示す図。図の記号等は図F－17一（a）

　　と同じ。
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図F－45一（b）：ラドン（コード番号F・60）に

　　ついてマグニチュードと先行時間との関

　　係を示す図。ただし，日本の内陸（ZONE

　　1）地震に対するもののみ。図の記号等は

　　図F－17一（b）と同じ。
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図F－46一（A）：地下水質・ガス（コード番号＝

　　61）についてマグニチュードと先行時間

　　との関係を示す図。図の記号等は図F－17

　　一（a）と同じ。

図F－46一（b）：地下水質・ガス（コード番号＝

　　61）についてマグニチュードと先全時間

　　との関係を示す図。ただし，日本の内陸

　　　（ZONE1）地震に対するもののみ。図の

　　記号等は図F－17一（b）と同じ。
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図F－47一（a）：地下水位・水温（コード番号＝

　　62）についてマグニチュードと先行時間

　　との関係を示す図。図の記号等は図F－17

　　一（a）と同じ。

図F－47一（b）：地下水位・水温（コード番号＝

　　62）についてマグニチゴードと先行時間

　　との関係を示す図。ただし，日本の内陸

　　（ZONE1）地震に対するもののみ。図の

　　記号等は図F－17一（b）と同じ。
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図F－48一（a）：すべて・の地球化学関係（コー

　　ド番号＝60番代）についてマグニチュー

　　ドと先行時間との関係を示す図。図の記

　　号等は図F17一（a）と同じ。

図F－48一（b）：すべての地球化学関係（コー

　　ド番号＝60番代）についてマグニチュー

　　ドと先行時間との関係を示す図。ただし，

　　日本の内陸（ZONE1）地震に対するもの

　　のみ。図の記号等は図F－17一（b）と同じ。

一321一



気象研究所技術報告　第26号　1990

Nuπ口be『of　Da電a

Co》ar置ano●

Coπola“o駆

533

．0471737

，0562352

Numbo『oI　D飢8

Cova『18nco

Corr●la“on

3
673831

85

R6gro8slo鴎ofVonX＝V胃1．18503◎⊂．143545》亀X

RegrosslooofXonV＝X昌1，83637昏｛．02203071’V

RegrosslonoIVonX；Y冨5。98683◎｛・2，34724》’X

Regrosslo“oぽXo馳V；X－1，6788寺‘～0606754》’V

lo9（Tp）

4

2

0

・2

AII＿PRECURSORS

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
△
　
x
×
　
び
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

一
△
紫
騨
、
△

嚢
鷺
難

婁
譜
蠣
。
α
、
践
、

8
・
蘂
、
譜
准
気
△
△

　
　
　
　
　
　
　
　
△
△
　
△

　
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ

　
　
ム
◎
△
　
x
　
△

　
　
　
　
▲
X
x

　
　
　
　
羨

　
　
　
　
　
　
ム

　
　
ム
　
　
　
　
ム

lo9σP）

4

2

0

・2

0 1
109（D》

2 3

図F－49：すべての種類の前兆現象について，

　　本震の震央距離（DELTA）と前兆現象の

　　先全時問（PT）との関係を示す図。図中

　　の○，×，△は担当者評価を表しており，

　　それぞれ前兆として明確なもの，不明確

　　なもの，その中間的なものという評価を

　　表す。
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図F－50：重力（コード番号＝10）について震

　　央距離と先行時問との関係を示す図。図

　　中の記号等は図F－49と同じ。
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図F－51：測量（コード番号＝11）について震

　　央距離と先行時間との関係を示す図。図

　　中の記号等は図F－49と同じ。
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図F－52：検潮（コード番号＝12）について震

　　央距離と先行時問との関係を示す図。図

　　中の記号等は図F－49と同じ。
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図F－53：すべての測地関係（コード番号＝10

　　番代）について震央距離と先行時間との

　　関係を示す図。図中の記号等は図F－49

　　と同じ。

’『ILT

　　　　　　　△

△▲・鵡ム
ム　蹄出魂醤ム鰯
　　x　　　　×x　▲∠△
　　　x　　　　　　　　△
　　　　　△×
　　　　　　△x　x　xx

0 1
lo9（D》

2 3

図F－54：傾斜計（コード番号＝20，21，22，

　　23）について震央距離と先行時問との関

　　係を示す図。図中の記号等は図F－49と

　　同じ。
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図F－55：伸縮計（コード番号＝24）について

　　震央距離と先行時間との関係を示す図。

　　図中の記号等は図F－49と同じ。
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図F－56：歪計（コード番号＝25，26）につい

　　て震央距離と先行時間との関係を示す

　　図。図中の記号等は図F－49と同じ。
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図F－57＝応力（コード番号＝27）について震

　央距離と先行時間との関係を示す図。『図

　　中の記号等は図F辺9と同じ。
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図F－58：AE（コード番号＝28）について震

　央距離と先行時間との関係を示す図。図

　　中の記号等は図F－49と同じ。
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図F－59：すべての傾斜，歪，応力関係（コー

　　ド番号＝20番代）について震央距離と先

　行時問とゐ関係を示す図。図中の記号等

　　は図F－49と同じ。
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図F－60：前震（コード番号＝30）、について震

　　央距離と先行時間との関係を示す図。図

　　中の記号等は図F－49と同じ。
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図F－61：b値（コード番号＝31）について震

　　央距離と先行時間との関係を示す図。図

　　中の記号等は図F－49と同じ。

図F－62：Q値（コード番号＝32）について震

　　央距離と先行時間との関係を示す図。．図

　　中の記号等は図F－49と同じ。
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図F－63：地震波速度変化（コード番号＝34）

　　に？いて震央距離と先行時間との関係を

　　示す図。図中の記号等は図F辺9と同じ。

図F－64：地震活動空白・静穏化（コード番

　　号＝37）について震央距離と先行時間と

　　の関係を示す図。図中の記号等は図F－49

　　と同じ。　　　　　　　　　　・
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図F－65：地震波形（コード番号＝38）にっい

　　て震央距離と先行時問との関係を示す

　　図。図中の記号等は図F－49と同じ。

図F－66：周波数特性（コード番号＝39）につ

　　いて震央距離と先行時間との関係を示す

　　図。図中の記号等は図F－49と同じ。

閥腿mbo『of　Da敦a

Covarlaoce

Corrol日鯛o隔

98

．480181

。512953

Nロmbor　of　Da電8

Covar5a励co

Corrda“oo

14

negros810“0σV　on　X；　V8　．194072　寺‘　1。オ386　　　》．X

ReOrossion　of　X　on　y3X昌　書39965　昏｛　．231091　　》含V

翻ogre8810nofVonX3V呂2．65846◎｛～440519》禽X
309roSs醤on　of　X　on　V3X冨　1．64789　舎｛㌦0548199　》・V

lo9σP）

4

2

0

・2

SEISMIC

△
漣
、

　
ね

　
渥

lo9（Tp》

△　　㊤

4

　
　
◎
　
△

　
　
　
ρ

σb

ム

ム
冥8

△
祇
・
・
％
x

r
2

0

齢2

0 1
lo9（D》

2 3

GEOMAGNETIC

　　　　　※※

　　　　　翼翼
△△　　　△　　　△

翼

翼

x

x

図F－67＝すべての地震関係（コード番号＝30

　　番代）について震央距離と先行時間との

　　関係を示す図。図中の記号等は図F－49

　　と同じ。
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図F－68：地磁気（コード番号＝50）について

　　震央距離と先行時間との関係を示す図。

　　図中の記号等は図F－49と同じ。
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図F－69：地電流（コード番号＝51）について

　　震央距離と先行時問との関係を示す図。

　　図中の記号等は図F－49と同じ。

図F－70：比抵抗（コード番号＝52）について

　　震央距離と先行時間との関係を示す図。

　　図中の記号等は図F－49と同じ。
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図F－71：山崎メーター（コード番号＝53）に

　　ついて震央距離と先行時間との関係を示

　　す図。図中の記号等は図F－49と同じ。
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図F－72：電磁放射（コード番号＝54）にっい

　　て震央距離と先行時間との関係を示す

　　図。図中の記号等は図F－49と同じ。
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図F－73：すべての電磁気関係（コード番号＝

　　50番代）について震央距離と先行時間と

　　の関係を示す図。図中の記号等は図F－49

　　と同じ。

図F－74：ラードン（コード番号＝60）について

　　震央距離と先行時間との関係を示す図。

　　図中の記号等は図F－49と同じ。
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図F－75：地下水質・ガス（コード番号＝61）

　　について震央距離と先行時間との関係を

　　示す図。図中の記号等は図F－49と同じ。
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図F－76：地下水位・水温（コード番号＝62）

　　について震央距離と先行時間との関係を

　　示す図。図中の記号等は図F－49と同じ。
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